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第2篇は、 Post-detection形相関システムの出力 SNに関して論じたものである O まず、第2篇第
2章では、近似を行なうことなく、入力信号および雑音がともに狭帯域ガウス形ランダムプロセスで
ある場合のAM相関システムの出力 SN比を求め、従来の近似解析はかなりの誤差を含むことを示し
ている O ついで、第2篇第3章では、 AM相関システムの入力信号として、正弦波およびガウス形ラ
























(3) 従来なされていなかった、 AM信号を入力信号とする AM相関システムおよびFM信号を入力信
号とする FM相関システムの出力SN比を解析し、種々の特性を明らかにしている O ことにFM相
関システムは、 SN比の点からも優れ、.データレコーダと組合わせた場合には極低周波成分を含む
信号に対しでも有効に相関を取ることができ、かっ利得変動の影響を受けにくいなどの特色を有し、
各種の分野への応用が期待される O
また、各種相関システムの出力の電力スペクトル密度を求め、各システムの出力特性の理解を深め
るための有効な子段を与えている O
(4) 掛算器入力における直流分を除去することにより出力SN比を改善できることを堤案し、各種相
関システムに関して出力SN比の改善度を求めている O
以上のように、著者は、相関システムの出力SN比およびその改善に関して研究を行ない、その業
績は、通信工学をはじめとする理工学・医学等、相関技術に関連する分野の発展に寄与する点が多い。
そこで、本論文は博士論文として価値あるものと認める O
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